
899

企画展のご案内
（月曜休館・入館無料）

9

後藤  栄
し げ ゆ き

之  展
「渓

た に

がよい、森
もり

がよい」
８月８日（金）～ 27日（水）

佐藤なほみ 「立ちあがる風景」展
７月 29日（火）～８月６日（水）

アマゴとランディングネット

カワセミ

　

本
町
で
は
、
昭
和
50
年
代
か

ら
福
祉
バ
ス
を
無
料
で
運
行
し
、

地
域
と
公
共
施
設
を
結
ん
で
い

ま
す
。

　

現
在
は
、
２
台
の
福
祉
バ
ス

が
町
内
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
利
用
者
の
数
に

対
し
て
維
持
管
理
費
が
か
か
り
、

財
政
的
に
、
今
後
も
無
料
の
福

祉
バ
ス
の
運
行
は
厳
し
い
現
状

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
運
行
区

域
も
限
ら
れ
て
お
り
、
利
便
性

の
向
上
を
望
む
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

・
待
合
所
、
ト
イ
レ
な
ど
の
施

　

設
調
査

▼
バ
ス
と
鉄
道
な
ど
の
連
携
調

　

査
・
バ
ス
と
鉄
道
の
連
携
調
査

・
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
可
能
性
調

　

査
・
観
光
資
源
と
の
連
携
調
査

▼
利
用
者
ニ
ー
ズ
把
握
調
査

・
交
通
空
白
地
帯
で
の
利
用
者

　

ニ
ー
ズ

・
路
線
バ
ス
の
路
線
、
時
間
帯

　

な
ど
の
利
用
者
ニ
ー
ズ

・
待
合
所
、ト
イ
レ
な
ど
の
ニ
ー

　

ズ
・
福
祉
バ
ス
有
料
化
の
影
響

▼
現
況
交
通
実
態
調
査

・
交
通
空
白
地
帯
で
高
齢
者
な

　

ど
の
移
動
調
査

・
バ
ス
利
用
者
の
調
査
（
路
線

　

バ
ス
、
福
祉
バ
ス
）

・
鉄
道
お
よ
び
路
線
バ
ス
の
乗

　

り
継
ぎ
調
査

　

同
協
議
会
は
、
副
町
長
や
町

議
会
議
員
、
鉄
道
や
バ
ス
な
ど

の
学
識
経
験
者
な
ど
11
人
で
構

成
さ
れ
ま
す
。
こ
の
日
の
会
議

は
、
委
嘱
状
の
交
付
や
今
後
の

事
業
説
明
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
協
議
会
で
は
、
全
町
民

が
利
用
で
き
る
有
料
バ
ス
も
視

野
に
、
利
用
者
へ
の
影
響
や
施

設
整
備
の
調
査
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
国
が
行
う
地
域
公

共
交
通
の
活
性
化
お
よ
び
再
生

を
、
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め

の
計
画
の
一
環
と
し
て
取
り
組

む
も
の
で
す
。
公
共
交
通
機
関

の
連
携
と
、
自
家
用
自
動
車
か

ら
公
共
交
通
へ
の
転
換
を
図
る

た
め
に
、
利
用
者
の
移
動
実
態

調
査
を
行
な
っ
て
、
利
用
者
が

望
む
運
行
状
況
や
時
間
帯
、
料

金
な
ど
の
調
査
を
す
る
も
の
で
す
。

須
恵
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
が
発
足

　

福
岡
県
で
は
、
７
月
を
「
同

和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」
と
定

め
、
県
下
一
斉
に
部
落
差
別
を

な
く
し
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権

が
大
切
に
さ
れ
る
明
る
い
社
会

を
築
く
た
め
に
、
県
民
あ
げ
て

の
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
力
を
あ
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
に

取
り
組
ま
れ
る
運
動
で
す
。

　

粕
屋
保
護
区
保
護
司
会
須
恵
支
部

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間

　

会
議
の
席
上
で
、
中
嶋

町
長
は
「
こ
の
事
業
は
、

交
通
空
白
地
域
の
人
た
ち

の
足
を
確
保
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
民
間
バ
ス

な
ど
が
通
ら
な
い
細
か
な

運
行
を
行
い
、
駅
や
病
院
、

商
業
施
設
な
ど
へ
の
乗
り

入
れ
な
ど
も
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

今
後
、
十
分
な
審
議
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。」
と

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

福
祉
バ
ス
を

も
っ
と
便
利
に

今
後
予
定
さ
れ
る
調
査
項
目

会議のはじめにあいさつをする庄野会長

中嶋町長（左）から委嘱状交付

　

第
１
回
須
恵
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
（
庄
野
稔
尋

会
長
（
副
町
長
））
が
、
５
月
30
日
（
金
）
に
役
場
会
議
室
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

き
め
細
か
な
公
共
交
通
を
目
指
し
て

■メッセージ
　平成元年度に、授業で始めたバードカービングで、
参考作品を作ったのがきっかけで木彫りらしきもの
を始めました。
　教師３年目に始めた、渓流釣り（フライフィッシ
ング）で魚をはじめ多くの自然、山や川やその土地
の人と触れ合う中で、手に入った素材（端材）で自
分の身の回りのものを作るようになりました。大好
きなアマゴが彫りたくなったら彫り、川辺で見つけ
た鳥が美しいと思えば彫り、釣りにつかう道具で自
分でも何とかできそうなものは手を出してみたり…。
　竿を持たない時は水彩（スケッチ）を描いたり…
と、自由、気ままに作ってきました。
　作品と呼ぶには少々恥ずかしいのですが、自分の
中で、久我記念館の空間に一度置いてみたくなりま
した…。

■略　歴
　1958 生れ
　1982
　1982 ～
　1985 ～ 1995
　1980 ～ 1995

現在 50 歳
九州産業大学芸術学部美術科卒
中学校教諭（美術科）
須恵町勤務（須恵中～須恵東中）
グループ展 10 回
現在　新宮中学校勤務

７
月
は

で
す

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間

ワークショップ
アートに触れる夏　その４

竹ペン・竹筆 作り

●日　時　８月 23 日（土）
　　　　　13：00 受付け　13：30 ～ 16：00
●対象者　小学校高学年以上（無料）
●定　員　20 人（先着順）
●申込み・問合せ先　久我記念館   ☎ 932-4987


